
審密及落密麒Lr眈戒
、
つ

鼠痢伽．小
・
d
欄①一ト寓l

ィ

五
　
養
蠶
及
養
蠶
學
上
必
要
な
る
凾
數
的
現
象
に
就
て

京
都
帝
国
大
學
助
教
授
　
理
學
博
士
　
八
木
誠
政

私
の
渡
喝
は
普
通
の
方
に
は
ち
ょ
っ
と
能
く
意
味
が
徹
底
し
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
で
初
め
鏡
題
の
意

味
を
申
上
・
げ
た
い
と
恩
ひ
壷
す
。
曲
数
的
現
象
と
申
し
ま
す
こ
と
彗
育
ひ
換
へ
れ
ば
因
果
閥
係
で
ご
ざ
い
ま

す
。
自
然
現
象
は
総
て
因
果
関
係
に
分
析
す
る
こ
と
が
出
郊
ま
す
。
樅
て
責
苦
及
び
萎
遠
聖
啓
上
に
取
扱
は
れ

る
問
題
は
放
て
因
果
関
係
に
分
癖
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
由
数
的
現
象
と
申
し
ま
す
と
、
因
果
的
係
と
云
ふ

名
前
を
哲
革
的
に
申
上
げ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
因
果
関
係
の
認
紬
を
な
す
場
合
の
疇
つ
の
方
港
に
過
ぎ
ま

せ
ぬ
。
我
カ
は
自
然
現
象
を
取
扱
ふ
場
合
に
常
に
因
と
英
を
底
別
し
て
或
範
囲
外
に
出
て
は
な
ら
な
い
と
息

ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
私
の
現
題
は
共
虚
に
書
き
姦
し
た
や
う
な
も
の
に
な
っ
た
の
で
ど
ぎ
い
ま
す
。

養
悪
夢
と
云
ふ
畢
間
は
此
因
果
関
係
の
枠
か
ら
眺
め
ま
す
と
、
棲
め
l
て
拳
闘
ら
し
く
な
い
率
が
見
え
る
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
我
々
は
亀
i
乱
罫
厨
旬
の
色
々
な
方
南
に
眼
を
時
じ
て
見
ま
す
と
、
可
な
り
外
の
畢
間
で
は
由

数
的
討
地
を
し
て
居
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
盤
業
に
於
け
る
色
々
の
拳
闘
は
極
め
て
認
識
の
仕
方
が
足
ら
な
い
と

一



集演講愚科棘獄

てう　　のらとる養最に爲もど法常思
居けと學つ名と獄も比に進も、とにふ
られん問し前考墨進ぺ日ん例し考の
れどな的やをへの歩て本でへてへで
るもヒ罷る付る嚢し撃の居ば進てあ
方直と系方け外建て問林り轡ん居り
k観をを及るしし居的墨ま畢だりま
の的申備びに・よなる髄は究の方ま需
報認すへ研はうい國系割　如法需
告識のた究至がのでを合そきを是
及のは形者らなにあ備にれは探日は
び衷余で並ない日るへ墨か割つ本農
論現談作にいと本がて問ら合ての業
丈にで上我墨思に故居的農に居監に
を過あげk問ふ於膜な膿業濁り魯於
簿ぎりて生でのけ外い系の逸ま8て
見なま行物あでる國とを方がすはも
しいすっ畢るあ養の思備で進れ多さ
まもけて者’とり鷲模ふへもん嘆くう
すのれ外鷹私まge倣のて林で日外で
とがどに日はすのをで居學居本國あ
非非翫範本信゜艘しありのりののり
常常一をのじそ系なりま方ま皐模ま
ににwa示國てれをいますはす問倣亥
直多東すの居で建か％け猫かもでカこ
mい洋や最り遺てら　れ零6そあ養
的とのうもま憾得で是どが其れり翻
羅最竈燈糞需豪桑ll塞竺輩覆箆享讐「

のまはたしそらkと翻般にを例か於
記丈非いてこ養の思學の数ししらて
述養常と居でxe能ふ’は農學てて外は
蓼驚髭受暴譲讐票雲馨斐森量肇募箆
いもん・のxeにままあ世び臨結で學Pt
慮蓋霞£肇藻歪穫茎曇諜提番号禦雛

＃鞠量£漿蕊蜜6％皆馨宅歪享藷t5
需餐ε1書：婁霧讐奈楚量撃駐撃碧
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要必上學獄養及醒養
て就に象現的数薗うな
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集演講墨科練濃

2

に

b

5

　　en＿第　　じの來いな　思幾もっ
　　　　　　ここまとけ我ふ分關の
　　　入ととせ思れ々のの係小
　　　　　　でをぬひばがでlrlのさ麟脚、　　　　　 あ申゜ま養i酎あ葺深な
　　　　　　茎髭募1蟹毬皇髪E藝
　　　　CVCLcs％嘉奪養蔑讐究蒸霊号

　　　　　　第になは立ま　る頃る
　　　　　　一哺くtr．苑す　 で間と　　　　　　圖孚L有［なxe　あ題思
　　　　　　は動ゆのいの　らにふ
　　　　　　人物る函の最　うなの
　　　　　　間の生数でも　とつでcr、、、t　　　　　の成物であ重　raてあ
cv・・El @　＿鋒芸奮雪皇覆這唇茎
　゜　ゆ　15　2°　25曲曲どます現　 目ます
　　　　　　線線同す゜象　だす。
　　　　　　でをじ゜そは　け所そ
　圖二第　雪豊趨量E．碧嵩量陰

一鼠
　　　　　　　　たは長云　4作上
　　　　　　　第成我現ふ　日聞げ
　　　　　　　二侵k象ζ　の題や
　　　　　　　圖現はにと　演とう
　CYCLt　b　　　　　は象域付で　 題云1と
　　　　　　　鼠を長てあ　のts、思
　　　　　　　の取を成り　一やひ
　　　　　　　成り5ミ長ま　部うまc「c“E　2

@　　　　長まkのし　分なす
　　　　　　　曲すす根て　をもの，，、t、、　　　　　　稗゜る本獄　果のは
　　　　　　　人そこをが　 しに養
siOl5P。？5。・wQ　聞れと申域　たi酎獄
　　　　　　　もではし長　 いしに
　　　　　　　同窟出たし　とて最

　　　　　　　　　　　　・－M8＿



要必上學懲養及獄養
て就に象現的数画る’な

種學のにb滑さで非遽まζう成間入
と校曲なま稽のあ常く、す初に長での
今に線れすな成りに末かに鼠環は方
は於もば゜と長ま面はとのも畠斯は　　　い　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　 ゆ

大て之皆そともす白裳Xろ「芭う図攣佐とさかに之　゜いへふく二と云蓉
彗肇笹雲皇簑霧蕊竃h三奮ぎ芒詣窟

て太曲ふ國kきで生而目で三て線で
居郎線同ののま一物しし速つ居を鼠
る氏でじ丈有す般群ててくのり書の
でのあ過明ら植的の其誌後成まき方
せ所り程もゆ物に成の分に長すまは
うでまを」るのは長途り衰環゜すΦ
餐満茎！｝募霧養雲蒙馨｛2轟器姦1
界り是べ人にも8も非り所つ一にで
；髪笛這8蓼馨量碧婁婁冒窟震ミ呈
讐婁盛撃翻姦甚望奮1墓羨享繋量轟
雄材古考も識ま云同ζ時の゜二三し
と料くへ斯のすふじB．間tu此成っ其
のを實得う磯植名や9に線域長のれ
鍵禁讐盈蚕磐黎票乏睾孕｛量饗嚢姦
成計たる過斯葉付8りるりの三す軸
長算もの程うのけ字ま成ま一成るに
曲しのでを云大て歌す長すっ長曲と
線たであ取ふきあの　゜のvを環線り
をのありりやさり。余量是取との横
自でりままうのまfi談ぱは出申愛軸
然あますすな進す舌で初どしし化va
選皇象i甚謹磐嚢蚤會第美轟享奮讐
於す」三，れはを之Rてまろふ味゜り取
け゜由で能取での獲すい事し之まり
る其慧xeくる行身展けがをてとすま
碧募楚緯薯2．蕎馨竃讐奮藻暴層芝｛1

現品門重へあほ長の戦でしすやを人
＿＿＿
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集演講學科綜鍛

何と常　 すになをEまへ厨のはpaて

；冠　 乞綜が至雛E諜獲
麗楚　毒享羅会餐葦鉾簿
期成の　　　く、・替器・あ活亨O長自の
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要必上畢獄養及獄養
て就1こ象現的救画る7s

　き雌第よあり於給1｝ちししにぬkに
　くは一りりまて桑騨前V・て於とは分
　な常のもませはとのよの五き思興れ
　りに8第しう成か比りで齢まひ味て
　最同量二双゜長色を後あのしまを現
　後じ艮の雄此のk申がり雫て需teれ
　の速と8の成9の上速ま四峡　有る
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集渡詩學科練鍛

　　　　　　　　　に　　るか
　圖　三　第　　　　 依そとら
　　　　　　　　　るれ思理
　　　　　　　　　のでぴ想
　　　　　　　　　で五ま的
　　　　　　　　　あ齢すな
　　　　　　　　　るの゜飼　　　　！一一一一＼si工k　事後　育
　；　K3／　　＼91・ndがの　を
　i　／／　　　　＼　最方、や
　1／　　　　　　　 近の　 つ

K・i∠　　b。dy、w，ight。。ly餌§　て

　・　　　　　　　　　り斡　 行
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ
；　　　　　　　　　ま鼻　 か

i　　　　　　　しの　う
＼㌔＿一一〆一ノ㍉＼．一．．＿一一／　　　　 た大　 と

　　　　　　　　　　　　゜き　 す

のて鷹翼艘腺のしうままで絹く　 る

成参中申ののoてなすすあ縣な　場長り以ま中8§前。索ζり腺る　合
すま後でにa諄牟舅三斯まの原　に
勇≒繕筆馨9匠狸島哩皇芸婆匪罐
と先内常るが殆於な此ふらのど　と
x刻に；生非どてる塵低絹爲こ　雄
ふ申於：理常同はのにい綿にに　　と
もしけ§白勺にじ絹で絹一腺K，あ　分
のまる旨の大で懸あ継檬をがる　けカ1し成SUNきあ腺り腺な除非力、　な
絹k長にE．くり自まを。い常と　け
擬£窩璽影｝芒雪竃蝋堅穿災巴農
の云書て旦の質wa五へ訴膿きま　な
方ふ寧居平で虞重齢まにだくす　 ら

にも憂り衡あ申自のす見けなと　な
需のヨま欣りか身眞とえのり絹　　い
要のがす墓まらの中斯る成ま懸　 こ

さ中少力1がす後増にう山長す腺　 と

れ尾し五五帥は加於鼓にを゜の　に
る全破齢齢ち絹率きふな書そ成　 も

と髄れのの身縣とまやりきれ長　 な

唄一一 ｯ52－＿ny



要必上學獄養及獄養
て就にノ象現白勺変を画訂ろ「な

成で白るかだ此あの決し数まれか考長現§°らけ丸り薦めて的亥どらへ
詫蕊監差墨墜得享黙験管嚢援星毯え
自る爵養通Sいからでまは此物水ま
艦゜ny難常さたら以夏せ此麗髄分す
にt・藁畢のれ線其後秋ぬ塵迄内の゜
於と宝上巳るぜ量va　xe°で峡va含で
て潰舞非話謁れは於違是i墜今於有す
農毒冒窪奮£縞驚涯窩隻垂笹窓叢奮
長は暴重Bり綜的艘題秋で同原び極
し其＆要だま腺に液の獄あじ形螢jく
て時9なけすが計のva違りで質養通
行as　rc瓢の露な算中氣作まあの債俗
くtr，よだ量四けさかと問すり重値的
動9りとを國れれら温題゜まRとに
物で形思引。ばま取度を後す畳云云
膿あ成ひかで上すらと論にカ1巨ふへ
内りさまなすの゜れ云す申之舞も嫉
のまれすくか細是るふるしもとの此
器す來゜てら線をo事前上非云は塵官゜つ其は通を全霞はにげ常ふes迄
のeた計な常辿盟讐k初まvaもつの隻實婁募農震象畠£蕎羨墓響象棊悉
暴邑聖嚢i髪tr書至霧孚毒，・1曹馨雰

化漏しはうし腺しもな置9てまれの
rc翼’減してがまのらく葺温％ば含

成 。因　　　ときkに際腺思で養漁一　は長斯伽し線過細ののひあxe度定後螢
全うお　　　まを程線身方まりのにので養
韻云⑤す辿にで彊にすま方關も申の
のふ運とる於現の移゜しで係のし歌
套考～壽薯轟髪婆劣砦乏疑髭£享斐

善にσのな中Bはで齢を定函りけ是
＿m－
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集演講學科練慧

の化
概し次　　　　 圓　四　第
念易に
はいは　Gm．
非の成　260
常で長　　　　240にあに大）｝温　220
切ま度　000
塞禰9118
　　　ゆ慧夜係Pt　140
學にす　　　　且20上なる
のつと　100
・・一一 ﾄ云　 80
つ非ふ　 60
の常こ　 40
豊rcと　20
昌冷を　 0
と　　え　　申　　　　　　　Days　50　　100　150　　200　250　800　350

思た上　　　　　　 Age

ひりげ
　セま日ま　まあ’t今い成りのま之まが
す中す　すり周まま長し成すとす礎
゜は゜　かま園ですにま長゜同゜化
そ非夏　航すの申゜關すはぎじ極す
れ常秋　成カミ歌し　 係゜po§例くる
でに翻　長之況ま　あ例§旦は軍の
今暑の　現にをし　るへζ内我純で
假く時　象色一た　 こei誉分kなあ

もす非　ながた自　 こが鼻っ謬り雑
宜゜常　り加場腿　 と非さてでまに
し温に　まは合を　と常れ我あすな
う度攣　需りで考　思にたkりカ1り

＿154　一



讐1圭鵜義魏嚢

　　　　　　　　　ご
圃　五　第　　　　　　 ざ

！OO

蓄

監60
書

＄

m・40

　　5　10　15　2025　30　35　　方
　　　　　Time　　　　　　　　　　の
れvaく非すまちくxeの行成爾の威

てしの度日すはるつる來箒すし　で

ま

す

カ1

十

度

の

温
度

の

時

に

は

左
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集演講攣科棘翻

霧畿震今jli建翠髪憲孝塾蛋塁1灘寿
りるのまけ置高りと度す來ぽそのへ
季誕轟冨盗i塩孕を蓋i塗霧雰婁書
けのを上とり度力1非いれ思曹相はれ
れ範受げともに右常たをつと關なば
ど團けてに磯畠置様に時此てし現いい
も、にる参な育いな逞よ塵居て象のか
温於もりるをて礎くりでる遣とでぬ
度てのま゜逞そ化なも文や入しあ゜
と共とし　滞れがり非こうつてり生
1獲温認た　さかあま常十でて我ま物
育度め温　せら塾すに度す居々す現
とのて度　 ま今ま゜遅にがなは゜象
繍髪1羅％震需額墾肇至と護灘髪
係がを係　　EPいでののま＋思計のぼ
に違書に　初温す牒です度ぴをぎす
濃つb生　 め度かなあとのま目富温度てた物　温にら。り多もす安曇度
奮誉零禦察響奮1季章窒藩極1．羅
けまあ如　 高こ様に゜く十欝1ひあ響
れ需り何　 くとなな促な度蒙まりは
ば　まな　て峡こり進りにはすま温
get從する　後低とまはま移寒けす度，
護霧扉饗賃塩塁％聾％茎馨墾蓬宥
早ueしva　の度常最ま早すのもが寡
陰墨非封　にrcに後すくと示此影芽
温者常し　初置大のけな右度概響で
度及にで　 めい切身れりにが念をは
がび困も　低質だ髄どま蓮早さ與な
低昆っ常　 く今とのもすべ速ヘヘレ・
けthたte　て度思大去fiけた其もるの
れ學e一　　後次ひkつれ此儘養ので
ぱ者と定　 高にまさてど過養獄であ
襲もにの　 い高すは時も程鍛學あり
育同は刺　 よい゜ ｯ間常をににりまがじ穰激　 り温邸じ嘆に取使　ま充
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要必上學畿養及慧養
一（就1二象現的轍画ろな

とか癖七即是焚　　　　　　 育算逓
起ら氏岡或は育　　圖六第　　の溌い

　　－　　　　　　　　　　　　　 o　tO　2e　SP　　　ぢeむる常十な下ま線　s°se　7e　8e　s°t°°　°f‘’「　ζsl，ヒ慶

必に二るつすで　　　　．　　そ概と
要困度゜て雍十は　し生と現れ念稜
がるの併謬七五撫私て理し象をか育
あ場範しり圖度氏が見をてをからの
る合團三ま㌔避十之た考可取け計速
゜がに十す3くに亦にのへなるた算さ
是出於：°温來ヤ到でなりこもさと
は來て度大度る八達あけ實とのれ云どて行の艘をと度すりれ用をがてふ
う來は所概如左漫るまば的積一居も
しるれで括何に以前％なで算定りの
て筈て右しや曲下に　らあ溢にまは
耕で居方てうるは斯　なり慶な％直
究ありへ申re事焚う　いまはっ　　線
しりま曲し高が育云　 ゜す一で常で
得ましるまく色のふ　私け定其にあ
るした゜すし々速事　 はれでの横る
かて゜今とてのさだ　 そどあグ軸か
と震從迄焚も人はけ　れもるラにの申々つの育嚢va　meは　で慧とフ温や
しはて生の育認い分　此を云は度う
ま坐限活速がめがっ　直取ひ一をに
す理界現さ大らそて　線扱ま直取考
嗣現が象ときれれ居　を尋1線りへ
生銀明の温くて以り　爾場　にまて
活のに研度は居上ま　ほ合是なし居
現起分究のなりでし　細には教質ま
象らりは關らまはだ　かは實さ縦し
のkまri係なし邊゜ @に根際三軸ig
温いせどはいたいそ　分本間・zscに
度瓢ぬ此鋪qカ1°れ　析の題ふ畿積

る實ののる當遽
黙際十右宿．然度”
と間六側艮のは
を題度の以話翼30
研にか曲上で直
究はら線であな
す非「にはり曲　。

五
栂　”象

Oo
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集減講攣科親獄

響tJ　の覆し　すたでがた場と　係
のれと漁にて今゜實獄あ漁で漁今は
仕ぱの度攣圖シ　験でる度お度迄あ
方な圖作へ示X　をはとの禺とはる
がりか用たしル　 申さ云間しの温限
全まら曲場まフ　上うふがに關度ら
くせ分線合すオ　げ去結廣な係とれ違　ん　る　を　の　と　1「　　ま　ふ　論　過　つ　　を　爽　た

っ゜ l示速次ド　す正にぎた申育範
て乃にす度の氏　 ゜確到全黛上日園
参ち箪el曲様の　　iな達般vaげ敬で
り温にの線なや　i研し的封まとは

105・響すは線リ　上材すががと琶で
　7i・と゜7PFをン　げ料゜狭最漁δ゜現
　1。h　か得蛾　 てが併bも度のは
　鞭つ　 らまの　獄あした立と圏し　60コて　89°Fす蠣　 のりそめ涙の係得
　1も　迄゜の　　方まれかな研がま
　70°之　第第磯　 のせは漁薪究あす　及は　 十十育　 灘ぬ尚度しはる゜
　び温　こ囲速　 度か吟とい未と
　44e度　圖は度　のら昧温報だ云
　1に　 嬉温を　關前す度告進ふ

　四て　ら…Fな　御し要xb居を
　っ非　70eF以る　参まが育まり申
　の常　迄上漁　考しあにすまし
　範に　 十105°F度　 ・1にたる叢rけせiま
　園異　三迄の　供9としれぬし
　にる　圖保団　し自思同ど゜た
於事　はつ9　fe　esひじ戦長力…
質に　4理て舞　い謬まや其野今
漏留一か漁ogeq　と曄すう取翻度
度意　 ら度8　思で゜な扱業は
のし　59°Fをに　ひやそ關は試膿
影な　迄種樹　 まつれ係れ験育

一夏62＿



’藥離懸，鷲雛

蒼s7L・；99∵・1：：！噺：・：：：『『「・鴛寒

鍵渠：：：：：・：：：：：：：：：：：：：：㌦・：：：・・．：’・．：∵藝尭覆

作539・ド・’膠 D，9－一 E．° E・°‘ j・
用　s，∴．！。＿．．°’一．幽・・’・∴’
と　51－．・．．！　　㌦．㌧．’・巳◆一．

い　
ss
D’ D，・…㌦・．㌧㍉．’．’，．

ふ，，・グ！’
D．．・…・・。．。

F・・∵・・．°・＿．

事

が　　sガ．’．・一一’°㍉・．．　・．・・　”

出　27
來

ま　25
す
0

　825今　三
第碁、、

十　8
　znd @ 〉圖　19
の

曲　17
線

を　15
式

で

　　15・蓑

は

し　II

す　9
ζ

i次　 7

も　に
似養養
た霞魏
漫…學に
にの關
あ方係
るでし
も君て
のつゐ
でてる
　　しすゐ温
かる度
ら翻89°F
どの乃
の獲至
濃育71°掌

度適の
範温範
園と園
にloに
於ふ於
けのけ

　　　　　　　　　　　　eるはる
　　　　　　　　　　　　漏夫漁
　　　　　　　　　　　　度艦度
　　　　　　　　　　　　作華作
　　　　　　　　　　　　　用氏用
　　　　　　　　　　　　　はのに　　　　　　　　　　　　　ノ75・就
　　　　　　　　　　　　　ル内いの　5°4°5Q貿．m、d、t鵡8°9°1°°マ外て

　　　　　　　　　　　　o＿163－・一



集演講躍科綜駕’
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集演講墨科縣薇
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集演講學科綜葱
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とをあエんふひ存くら黙推學推な術
が函り來もこまじやれまの的のら的
能数ま年いとすまうるで纒批経なで
碁曽慕窪差髭／t1議警接婆禦饗諦奮
分取艇月こ場私是系ん認ならあで方
り扱外頃と合がでを及しくは1）あ法
vaつの東を申日私建びてて敏とりを
なて物京X上本はて我居は勲云ま探
る書理のふげの此た々るながふしつ
とい化裳奴る生庭本も事らここてて
思た學撃だの物を當養でぬざと哲居
ひもと房とは學去の慧あといを畢ら
まの同かお私界る意畢り私ま申者れ

今り度まにう要で養て゜じ，、’居9に
日雲に亥な宏だあ鍛常願ま豊り窪普
のし立生るふとり學にくす茗まと遍
足工派物かこ思まと認ぱ゜甑すX性
bそな墨もとぴす云1識i新是§°ふと，
なれ科と知をまカミふを進は畏是人X
いを墨云れ聞す自も誤な私慮はがふ
嶺御とふまい所分のら生の用學申も
は覧しもせたののをな物み生間しの
共にてのん場考意築い墨で物をたを
方な行が瑛合を思上方者な塁功こ飲
でれき外函に書がげ法でくの利とい
蓉馨a霧聖濤｛態再援萱墓墨曽£窟
必日と學物快本徹くつれ者と考りり
要申思に學にが底方て養のしへまま
が上つ比と思こしへ思慧ポてたすす
ごげてべ云つざな努推界アは鮎が゜
ざま有てふたいい力のにン夷に墨之

　　　　　　　　　　　　、一・168一



要必ま墨獄養及獄養
て就に象現論数圃る鉱

　　　　　　　　　　　　　　・申い
　　　　　　　　　　　　　　上ま
　　　　　　　　　　　　　　げし
　　　　　　　　　　　　　　　また
　　　　　　　　　　　　　　　しら
　　　　　　　　　　　　　　たば　　　　　　　　　　　　　　　゜充
　　　　　　　　　　　　　　　共た
　　　　　　　　　　　　　　　貼し
　　　　　　　　　　　　　　日はて
　　　　　　　　　　　　　　　ど戴
　　　　　　　　　　　　　　　うき
　　　　　　　　　　　　　　　ぞた
　　　　　　　　　　　　　　　御v・
　　　　　　　　　　　　　　　容と
　‘　 ，　　　　　　　　激思’
　　　　　　　　　　　　　　　をひ
　　　　　　　　　　　　　　　願ま
　　　　　　　　　　　　　　　ひす　　　　　　　　　　　　　　　た゜
　　　　　　　　　　　　　　　い甚
　　　　　　　　　　　　　　　とだ
　　　　　　　　　　　　　　　思廣
　　　　　　　　　　　　　　　ひ汎
　　　　　　　　　　　　　　　まな
　　　　　　　　　　　　　　　する　　　　　　　　　　　　　　　゜研
　　　　　　　　　　　　　　　　究
　　　　　　　　　　　　　　　　題
　　　　　　　　　　　　　　　　目
　　　　　　　　　　　　　　　　に
　　　　　　　　　　　　　　　　し
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て
　　　　　　　　　　　　　　　　不
　　　e．、　　　　　　　　　徹
　　　　　　　　　　　　　　　　底
　　　　　　　　　　　　　　　　な
　　　　　　’　　　　　、　　　　　明
　　　　　　　　　　　　　　　　を
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